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　２月定例会では、27 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

 ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。

＜会派の略称＞

社民・市民＝社民・市民ネット

石
原
よ
し
の
り
議
員
（
民
主
・
連
合
）

　

市
役
所
新
庁
舎
の
整
備
は
、

２
０
０
億
円
を
超
え
る
税
金
を

投
入
す
る
大
事
業
で
あ
る
。
そ

の
手
法
と
し
て
、
民
間
資
金
の

活
用
、
特
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（
民
間
に

よ
る
公
共
施
設
整
備
）
の
導
入

は
検
討
し
た
の
か
。
ま
た
、
今

後
の
議
論
や
検
討
結
果
を
計
画

に
ど
う
反
映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

答　

総
合
的
に
検
討
し
た
結
果
、

Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
民
間
の
活
用
は
検
討
し
た
の
か

課
題
多
く
公
共
直
接
施
行
に
優
位
と
判
断

整備の手法

Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
導
入
指
標
で
あ
る
Ｖ

Ｆ
Ｍ（
総
事
業
費
の
削
減
割
合
）

は
５
・
１
％
と
過
去
の
検
討
事

例
を
下
回
る
こ
と
や
、
実
質
的

な
財
政
負
担
が
大
き
く
な
る
た

め
、
公
共
直
接
施
行
の
方
に
優

位
性
が
あ
る
と
の
結
論
と
な
っ

た
。
今
後
、
庁
舎
整
備
基
本
構

想
策
定
委
員
会
の
答
申
を
尊
重

し
、
市
民
意
見
を
踏
ま
え
、
基

本
構
想
を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

西
村　

敦
議
員
（
公
明
党
）

　

市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え

計
画
が
進
ん
で
い
る
が
、
新
庁

舎
は
魅
力
あ
る
街
づ
く
り
に
資

す
る
、
付
加
価
値
の
高
い
も
の

を
建
設
す
べ
き
と
考
え
る
。

　

資
金
計
画
や
財
政
負
担
に
つ

い
て
、
市
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
建
て
替
え
に
当

た
り
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
ど
う
反

映
さ
せ
て
い
く
の
か
。

資
金
計
画
は 

市
民
ニ
ー
ズ
ど
う
反
映

負
担
は
平
準
化 

説
明
会
で
把
握
努
め
る

建て替え計画

答　

新
庁
舎
は
、
将
来
を
考
慮

し
、
安
全
な
生
活
や
環
境
意
識

を
高
め
る
な
ど
、
市
民
に
還
元

で
き
る
施
設
を
目
指
す
。
財
政

負
担
に
つ
い
て
は
、
資
金
計
画

を
見
直
し
、
各
年
度
約
10
億
円

の
支
出
と
な
る
よ
う
平
準
化
す

る
計
画
で
あ
る
。
ま
た
、
市
民

説
明
会
の
実
施
等
に
よ
り
、
市

民
ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
な
が

ら
基
本
構
想
を
策
定
し
て
い
く
。

竹
内
清
海
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
は
、
都
市
計
画
道
路
３
・

４
・
18
号
の
整
備
を
進
め
、
平

成
27
年
度
末
の
供
用
を
計
画
し

て
い
る
が
、
供
用
に
向
け
た
進

捗
状
況
は
ど
う
か
。
ま
た
、
未

取
得
用
地
に
関
連
す
る
訴
訟
の

対
応
や
、
取
得
へ
の
取
り
組
み

は
、
ど
う
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　

本
工
事
は
25
年
度
に
ほ
ぼ

全
区
間
で
着
手
、
残
り
３
年
で

進
捗
状
況
及
び
未
取
得
地
へ
の
対
応
は

取
得
交
渉
を
粘
り
強
く
続
け
る

都市計画道路３・４・18 号整備

の
完
了
を
目
指
す
。
未
取
得
用

地
の
う
ち
、
収
用
地
は
供
用
に

不
可
欠
で
あ
り
、
千
葉
地
裁
が

収
用
・
明
渡
裁
決
を
適
法
と
判

断
し
た
が
、
相
手
方
が
占
有
を

続
け
、
明
け
渡
し
に
至
っ
て
い

な
い
た
め
、
粘
り
強
く
交
渉
を

続
け
る
。
未
買
収
地
に
つ
い
て

は
、
交
渉
継
続
の
他
、
歩
道
幅

員
の
減
少
整
備
に
よ
る
暫
定
供

用
は
可
能
と
考
え
て
い
る
。

清
水
み
な
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

平
成
24
年
12
月
に
京
成
菅
野

駅
で
起
き
た
陥
没
事
故
と
稲
荷

木
地
域
で
の
ク
レ
ー
ン
車
転
倒

事
故
に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら

の
事
故
原
因
の
報
告
は
ど
う
だ

っ
た
の
か
。
ま
た
、
ク
レ
ー
ン

車
の
転
倒
事
故
で
は
、
周
辺
住

民
は
不
安
な
思
い
を
し
て
お
り
、

そ
の
不
安
の
解
消
は
市
の
課
題

で
あ
る
。
市
の
対
応
を
問
う
。

工
事
区
域
内
の
事
故 

住
民
不
安
の
解
消
を

万
全
の
安
全
対
策
を
事
業
者
に
求
め
る

外環道路工事

答　

そ
れ
ぞ
れ
の
事
故
に
つ
い

て
、
京
成
電
鉄
と
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

東
日
本
か
ら
市
に
報
告
が
あ
り
、

陥
没
事
故
は
、
前
日
の
地
震
等

に
起
因
し
、
地
盤
に
空
洞
が
生

じ
た
こ
と
が
原
因
と
推
定
さ
れ

て
お
り
、
ク
レ
ー
ン
車
の
事
故

は
、
定
格
荷
重
の
超
過
に
よ
る

と
考
え
ら
れ
る
。
今
後
と
も
事

業
者
に
対
し
、
万
全
の
安
全
対

策
で
臨
む
よ
う
求
め
て
い
く
。

宮
本　

均
議
員
（
公
明
党
）

　

平
成
23
年
に
施
行
さ
れ
た
公

文
書
管
理
法
の
規
定
を
受
け
、

地
方
公
共
団
体
で
も
、
保
有
文

書
の
適
正
な
管
理
に
必
要
な
施

策
を
実
施
す
る
動
き
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
で
も
、
公
文
書
の

適
正
管
理
の
た
め
、
新
た
な
条

例
を
制
定
し
、
ま
た
公
文
書
館

を
設
置
す
べ
き
と
考
え
る
。
市

の
今
後
の
取
り
組
み
を
問
う
。

新
条
例
制
定
と
公
文
書
館
設
置
の
考
え
は

法
の
趣
旨
受
け
前
向
き
に
検
討
進
め
た
い

公文書管理

答　

公
文
書
管
理
法
は
、
公
文

書
を
国
民
共
有
の
知
的
資
源
と

し
て
主
体
的
に
利
用
し
う
る
も

の
と
定
め
て
お
り
、
市
と
し
て

も
、
法
の
趣
旨
に
沿
っ
た
条
例

の
制
定
を
前
向
き
に
検
討
し
た

い
。
ま
た
、
公
文
書
館
は
、
新

規
建
設
に
は
課
題
も
多
い
が
、

先
進
市
の
新
設
以
外
の
工
夫
等

も
参
考
と
し
て
、
全
体
的
に
検

討
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

並
木
ま
き
議
員
（
み
ら
い
）

　

本
市
で
も
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
に
よ
る
市
税
等
の
納
付
が
平

成
25
年
４
月
か
ら
可
能
と
な
り
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
に
資
す

る
も
の
と
評
価
し
た
い
。一
方
、

導
入
・
運
用
に
か
か
る
コ
ス
ト

や
個
人
情
報
の
管
理
と
い
っ
た
、

検
討
時
点
で
の
２
つ
の
懸
案
事

項
は
ど
う
解
決
さ
れ
た
の
か
。

答　

コ
ス
ト
の
問
題
は
、
手
数

平
成
25　
年
度
導
入 

当
初
の
懸
案
ど
う
解
決

費
用
と
個
人
情
報
管
理
リ
ス
ク
が
軽
減

税金等のカード納付

料
の
定
額
化
や
既
存
の
マ
ル
チ

ペ
イ
メ
ン
ト
収
納
の
活
用
に
よ

り
抑
制
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、

個
人
情
報
は
決
済
代
行
の
受
託

者
が
管
理
し
、
市
が
提
供
す
る

情
報
は
課
税
年
度
や
税
目
、
納

付
金
額
等
で
個
人
特
定
可
能
な

も
の
は
含
ま
れ
ず
、
リ
ス
ク
負

担
の
問
題
は
解
決
さ
れ
た
。
今

後
、
市
民
へ
の
周
知
に
努
め
、

導
入
効
果
を
よ
り
高
め
た
い
。

か
つ
ま
た
竜
大
議
員
（
社
民
・
市
民
）

　

市
が
発
注
す
る
工
事
請
負
や

業
務
委
託
等
に
お
い
て
、
低
賃

金
等
と
い
っ
た
労
働
者
の
待
遇

面
の
悪
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

市
は
労
働
者
保
護
策
と
し
て
、

最
低
制
限
価
格
、
低
入
札
価
格

調
査
の
導
入
や
長
期
継
続
契
約

の
活
用
等
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
労
働
実
態
に

つ
い
て
労
働
者
の
声
を
具
体
的

意
見
や
相
談
あ
れ
ば
契
約
課
で
対
応

公契約での労働者保護

に
聞
く
仕
組
み
は
あ
る
の
か
。

答　

市
と
し
て
は
、
公
契
約
に

お
け
る
労
働
実
態
を
知
る
上
で

労
働
者
の
声
を
聞
く
こ
と
は
非

常
に
重
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

お
り
、
労
働
者
か
ら
意
見
や
相

談
等
が
あ
れ
ば
、
契
約
課
で
対

応
し
て
い
く
。
ま
た
、
今
後
も

公
契
約
条
例
の
制
定
を
含
め
て

よ
り
実
効
性
の
高
い
、
効
果
的

な
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

田
中
幸
太
郎
議
員（
み
ら
い
）

　

庁
舎
建
て
替
え
に
向
け
た
議

論
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
が
、

現
在
の
計
画
で
は
「
住
民
消
え

て
役
所
残
る
」
と
い
う
危
惧
が

あ
る
。
本
庁
舎
に
市
民
が
来
る

と
い
う
よ
り
も
、
Ｉ
Ｔ
等
の
活

用
に
よ
り
近
く
の
行
政
機
関
で

事
が
済
む
と
い
う
の
が
こ
れ
か

ら
の
市
役
所
の
あ
り
方
で
は
な

い
か
と
考
え
る
。
こ
の
点
に
つ

近
く
の
窓
口
で
済
む
と
い
う
視
点
が
必
要

出
先
含
む
庁
舎
全
体
の
整
備
構
想
進
め
る

市役所のあり方

き
市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

答　

庁
舎
整
備
基
本
構
想
策
定

委
員
会
で
は
、
新
庁
舎
の
機
能

等
に
つ
き
、
市
民
意
見
を
前
提

に
審
議
し
、
答
申
案
を
作
成
し

た
。
来
庁
者
の
目
的
は
戸
籍
、

住
民
票
等
に
関
す
る
こ
と
が
８

割
以
上
で
あ
り
、
出
先
機
関
を

含
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
等
事
務
の

効
率
化
を
図
り
な
が
ら
、
庁
舎

全
体
の
整
備
構
想
を
進
め
た
い
。

労
働
者
の
声
を
聞
く
仕
組
み
あ
る
か

行 財 政

増
田
好
秀
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

市
川
市
空
き
家
等
の
適
正
な

管
理
に
関
す
る
条
例
が
平
成
25

年
１
月
に
施
行
さ
れ
た
。
空
き

家
を
解
体
せ
ず
に
放
置
す
る
一

因
に
、
解
体
す
る
と
土
地
の
固

定
資
産
税
の
住
宅
特
例
が
適
用

さ
れ
な
く
な
り
、
税
額
が
高
く

な
る
点
も
あ
る
と
考
え
る
。

　

市
独
自
で
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を

策
定
し
て
、
空
き
家
に
つ
い
て

の
住
宅
特
例
の
適
用
を
外
せ
ば
、

空
き
家
は
減
る
の
で
は
な
い
か
。

答　

こ
れ
ま
で
、
空
き
家
を
理

由
と
し
て
住
宅
特
例
を
取
り
止

め
た
例
は
な
い
が
、
今
後
、
事

例
を
分
析
し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等

の
策
定
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
同
じ
問
題
を
持
つ
近

隣
市
と
税
務
上
の
諸
問
題
を
話

し
合
う
都
市
税
務
協
議
会
で
協

議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

空き家敷地の固定資産税
住宅特例　市独自で外せないか

事例分析し検討 近隣市とも協議

行 財 政

新 庁 舎 整 備道 路 交 通


